
学科名：

平成３０年度計画 平成３０年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成３０年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成
状況を評価する。 該当する項目に
ついては、セルを分割して、上段に
中間報告、下段に最終報告を記載す
る。

・後期ガイダンス初回にキャリアセ
ンターとキャリアセンターが行う支
援について説明を行った。
・キャリア支援・開発委員会におい
て、キャリアセンターの行事の告
知、学生への周知を依頼している。
また、内定者・未内定者のリストを
各学科ごとに配付している。

○ ○

・10月以降は、毎月キャリア支援・
開発委員会で内定者・未内定者のリ
ストを各学科ごとに配付し、情報を
共有している。

○ ○

・1年次生向けキャリアガイダンス
を9月19日に2限人文科学部、3限教
育学部・経営学部の2コマを実施し
た。参加者数は、合わせて416名、
参加率74.2％であった。
後期には2年次生向けのキャリアガ
イダンスを開催する。

○ ○

・2年次生向けのキャリアガイダン
スとして「SPI受検会」を実施し
た。結果より筆記試験対策の実施が
急務と考えられる。

〇 ○

・アンケートは現在順次回収中であ
り、分析・検証は年度内に実施す
る。

△ △

・ガイダンスの集計は終了し、結果
を次年度のガイダンスの実施計画に
活かしたい。
・進路決定に関するアンケートの集
計はこれから行う。

△ △

・１年次生向けには9月に実施し
た。2年次生向けには2月に実施予定
である。
・障がい学生支援に関するセミナー
や研修会に課員が参加している。

○ ○

・2月の2年生向けのキャリアガイダ
ンスは、｛SPI受検会」に変えた。
・大学コンソーシアム岡山 障がい
学生支援研修会に課員が参加した。

〇 〇

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆

（２）平成３０年度実行内容は、平成３０年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。

（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

就実大学大学院・就実大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）： 計画：平成30年5月7日／中間報告：平成30年9月30日／最終報告：平成31年3月31日

中　期　目　標 中　期　計　画
　部局及び学科における３０年度計画と実行計画

計画達成状況
担当者
評価

学長
評価

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。

学生に対する修学支援、生活支援、進
路支援など、学生支援に関する方針を
明示する。

・学科と連携を図り、各ガイダンス
において進路選択・就職支援の体制
及び内容を周知する。

・低年次生向けキャリアガイダンス
および就職ガイダンスにてキャリア
センターについての周知を行う。
・学科のキャリア支援・開発委員と
の情報共有を行い、キャリアセン
ターの支援内容を学生に周知する。

キャリア支援に関する組織体制を整備
し、進路選択に関わる指導・ガイダンスを
実施する。

・進路選択の支援として1・2年生を
対象に低年次キャリアガイダンスを
例年通り実施する。
・3年生を対象に就職活動の支援とな
る就職ガイダンスを実施する。

・1･2年次生対象の低年次向けキャ
リアガイダンスは年2回以上実施す
る。就職ガイダンスは内容を見直
し、全学生対象のガイダンスと、希
望者対象のセミナーとに分けて2月
までに実施する。

学生支援の適切性について定期的に点
検・評価し、その結果をもとに改善・向上
に向けた取り組みを行う。

・各ガイダンスでアンケートを実施
し、結果を基に自己点検評価を行
う。

・ガイダンスのアンケート結果を課
内で共有し、学生対応に反映させ
る。
・進路決定に関するアンケートの結
果の分析・検証を行い、課題につい
て対策を講じて学生の進路支援に対
する満足度80%を目指す。

（１）平成３０年度計画は、就実大学大学院・就実大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載す
る。

①学生生活実態調査に基づいて、大学
施設の計画的な整備、学生の活動を支
援するキャンパスアメニティを充実させ、
学生の満足度向上を図る。
②キャリア支援の強化、学生相談室によ
るメンタルサポートと障がい学生への支
援体制を強化、e-ポートフォリオの運用
促進などによるきめ細かな学生支援を推
進する。

②
・学生が将来について考える機会と
なるガイダンスを実施する。
・障がい学生の就職支援体制を整え
る。

②
・低年次からキャリアガイダンスを
行う。
・障がい学生の就職支援のため、他
部署・外部機関との連携を深める。

【平成３０年度大学院・大学の主要事業計画と改革の重点事項】

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自らが
成長を実感できる教育改革、充実
した学生生活支援、新たな価値を
創出する地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研究の質
を高め、個性を磨いて差別化を図
るため、特色ある大学改革を推進
する。
（１）組織的な大学改革への取り
組みと活力ある組織への転換によ
る教学ガバナンスの強化
（２）3ポリシーを具現化して学
生の成長を促進する教育改革と多
様性豊かな人材育成の推進
（３）学内環境の整備と学生生
活・修学・キャリア支援体制の強
化による学生の満足度向上
（４）入試・奨学金制度改革によ
る優秀な学生の確保と効果的な入
試広報活動の充実
（５）教員研究力・地域貢献力の
向上・活性化によるイノベーショ
ン創出とグローバル化推進


